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２Ｃ０１ 

科学技術に関する国民意識調査－SDGs について－ 

  

〇細坪 護挙（NISTEP）、加納 圭（滋賀大学）、須藤 憲司（NISTEP） 

  

  

（１）はじめに 
科学技術・学術政策研究所（以下

NISTEP）では、科学技術に関する国民意識

データを収集し、科学技術イノベーション

政策の立案・推進に資することを目的とし

て、2009 年度から、「科学技術に関する国

民意識調査」を実施している。 

本 2022 年度調査（2022 年 6 月調査）

は、15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600

人にインターネットを使って調査したもの

である。 

 

（２）調査の概要 

本調査は、科学技術イノベーション政策

の立案・推進に資する基礎データの提供を

目的として、2009 年度以来、NISTEP が科

学技術に関する国民意識を把握するために

継続的に実施している。 

１）調査対象 

インターネット調査会社にモニター回答

者として登録している者である。 

２）調査期間及び調査方法 

2022 年 6 月にインターネットによって

実施した。 

サンプル数は N=6,600 で、回答者年齢は

15－69 歳、サンプリングの層化として、

男女同数（男性 3,300 名、女性 3,300

名）、15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳…60-

64 歳、65-69 歳で同数（11 の年齢層、1 年

齢層当たり 600 名）とした。 

３）調査時点 

2022 年 6 月 1 日から 6 月 8 日にかけて

実施した。 

４）調査項目 

今般の調査では特に SDGs に対する認知

度、科学技術・イノベーションの SDGs へ

の貢献の期待を把握することが目的であ

る。 

  

（３）調査結果の概要 

概要では、調査結果のうち、1) SDGs に

関する国民の意識の主な結果について示

す。 

 

1) SDGs に関する国民の意識 

 

①SDGｓに関する認知状況[1] 

 ＳＤＧｓへの認知について伺ったとこ

ろ、「性別」（図表 1-1）では男性（内容

を（ある程度）知っている 58％）の方

が女性（内容を（ある程度）知っている

54％）よりも高い一方、「年代別」（図表

1-2）では若い世代（24 歳以下）とシニ

ア世代（60 歳以上）で高いことが判明

した。 
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図図表表 11--11  ＳＳＤＤＧＧｓｓにに関関ししてて、、ああななたたはは御御存存知知でですすかか（（性性別別））  

  

  

  

図図表表 11--22 ＳＳＤＤＧＧｓｓにに関関ししてて、、ああななたたはは御御存存知知でですすかか（（年年代代別別））  

  

②ＳＤＧｓの把握手段[1] 

ＳＤＧｓをどんな場面で聞いたことがあ

るか訊いたところ、こちらも「性別」（図表

2）では男性はインターネットや新聞などが

高く、女性はテレビや家族や友人、知人、

職場の人で多くなっている。 
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図図表表 22  ＳＳＤＤＧＧｓｓををどどんんなな場場面面でで聞聞いいたたここととががあありりままししたたかか  

（（性性別別。。％％はは総総計計のの値値。。以以下下同同じじ））  

 

③「世界全体」、「日本国内」、「身近な生
活」の３つのスケールでの科学技術・イノ
ベーションのＳＤＧｓへの貢献に関する意
識[1] 

「世界全体」、「日本国内」、「身近な生
活」の３つのスケールで考えたときに、
「科学技術・イノベーションの貢献が重要
であると思うＳＤＧｓの課題はどれです
か」について訊いたところ、「性別」でみ
ると、「世界全体」では女性は全ての項目
で男性を上回っており、男性より科学技
術・イノベーションの貢献に対する意識が
強い。特に高いのは貧困、食糧問題（とも
に 73%）、次いで気候変動・地球温暖化、
平和（ともに 70%）などである。平和が特
に高いのはウクライナ問題等の事情がある
と考えられる。 

「日本国内」でも女性は全ての項目で男性

を上回っており、男性より科学技術・イノ

ベーションの貢献に対する意識が強い。特

に高いのは健康・介護福祉（58%）、次いで

エネルギー問題(57%)である。 

「身近な生活」でも女性は全ての項目で
男性を上回っており、男性より科学技術・
イノベーションの貢献に対する意識が強
い。特に高いのは健康・介護福祉（47%）、
次いで環境に配慮した消費(36%)である。 

④SDGｓにおける科学技術・イノベーショ

ンの役割に関する意識[1] 

「ＳＤＧｓのために科学技術・イノベー

ションは全体として重要な役割を果たすと

思うか」について訊いたところ、性別では

女性（（やや）思う 62%）が男性（（やや）

思う 61%）よりも僅かに大きい。 

年代別で見ると 60 歳以上のシニア世代

で科学技術・イノベーションは全体として

重要な役割を果たすと強く思われている。 

⑤ＳＤＧｓへの国の取組に関する意識[1] 

加えて、「ＳＤＧｓのために国は積極的

に取り組んでいると思うか」を訊いたとこ

ろ、女性（（やや）思う 30%）の方が男性

（（やや）思う 26%）より多いという結果

となった。 

年代別に見ると、24 歳以下の若い世代

で、ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組

んでいると思っている。 

⑥科学技術・イノベーションによる SDGｓ

の達成に取り組む企業の製品・サービスに

対する意識[1] 
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一方、「科学技術・イノベーションによ

るＳＤＧｓの達成に取り組んでいる企業の

製品・サービスを利用したいと思うかどう

か」を訊いたところ、性別では、女性

（（やや）思う 54%）は男性（（やや）思う

41%）よりも遥かに高く、企業の製品・サ

ービスについて高い意識を持っていること

が分かる。 

年代別に見ると、24 歳以下の若年層、

60 歳以上のシニア世代に加えて、40-44 歳

の中間層でも高くなっている。  

⑦主体別の科学技術・イノベーションによ
る SDGｓ達成への取組状況に対する意識[1] 
 「科学技術・イノベーションによるＳＤ
Ｇｓの達成について、以下の主体はすでに
積極的に取り組んでいると思いますか」に
ついて訊いたところ、わからない（40%）
が最多となってしまっているが、次点で企
業や民間団体（34%）となっており、企業
等の活動が国民の眼に多く映っている。企
業に次いで、国や地方の行政機関、国立や
公立、独立行政法人などの公的研究機関、
科学館や博物館など科学技術関連施設（い
ずれも 14%）が並んでいる。 
⑧科学技術・イノベーションによる SDGｓ
達成に積極的に取り組むべき主体に対する
意識[1] 

「科学技術・イノベーションによるＳＤ
Ｇｓの達成について、誰が積極的に取り組
むべきだと思いますか」について訊いたと
ころ、結果、国や地方の行政機関が 49%とト
ップとなり、次いで政治家や国会等の立法
機関、企業や民間団体（ともに 44％）など
となっている。  

⑨SDGｓに取り組む企業の製品・サービス

に対する意識[1] 

「ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製

品・サービスを利用したいと思いますか」

を訊いたところ、性別では、女性（（や

や）思う 57%）は男性（（やや）思う 44%）

よりも遥かに高く、企業の製品・サービス

について高い意識を持っていることが分か

る。 

年代別に見ると、24 歳以下の若年層、60

歳以上のシニア世代において高い値となっ

ており、企業の製品・サービスについて高

い意識を持っていることが分かる。  

⑩各主体に関し、特に貢献してほしい

SDGs の目標に対する意識[1] 

「国や地方の行政機関」、「大学」、「公的
研究機関」、「企業や民間団体（公益法人、
ＮＰＯ、ＮＧＯなど）」の４つの主体で考
えたときに、「達成に特に貢献してほしい
ＳＤＧｓの目標は何ですか」について訊い
たところ、国や地方の行政機関について
は、貧困（64％）、次いで平和（57％）と
なっており、他の課題も多く上がってお
り、国や地方の行政機関への期待は大き
く、全般的な支援が求められていると考え
られる。平和が特に高いのはウクライナ問
題等の事情があると考えられる。 

一方、大学については、教育問題
（40％）、次いで海洋とその生態系の保護
（31％）などとなっている。中長期的な課
題・視野について SDGs の課題から出てき
ている。日本全体の研究者で SDGs の課題
に取り組めそうである。 

また、公的研究機関に関してはエネルギ

ー問題（38％）に次いで、気候変動・地球

温暖化、海洋とその生態系の保護、森林と

陸上生態系の保護（ともに 37％）などと

なっている。科学技術政策的に重要な文脈

となっている。 

加えて、企業や民間団体（公益法人、Ｎ

ＰＯ、ＮＧＯなど）に対しては、食糧問

題、持続可能な労働、雇用と経済成長、環

境に配慮した消費（ともに 35％）などと

なっている。大学との対比において教育問

題が低い。 

 

（４）おわりに 

本調査の実施に際し、多大な御協力を頂

いた皆様をはじめとする関係者の方々に心

から感謝申し上げる。 
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